
(N01)

行政視察報告書

今不置6年 5月 20日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市議会議員 田中 真浩

私が出席 した次の会派視察の結果について報告します。

記

と.視察等名  新しい鳳 会JR視纂研修

2.視察月lF甫] 令和 も年 5月 14薗 (大)～ 5月 13日 (水 )

3.視察場所及び目的

① 内閣府 地方創生推進事業局 。地方創生推進室

・デジタル田園都市国家構想

、    予近年の地方倉学生の動きに王〕いて

② 総務省 自治税務局市町村税課

1ふるさと納税制度の活用

③ 支部科学省

・農業特区と同行政法人農業高等専四学校冷1設 に向けた説明

および意見交換会

・農業特区と国行政法人農業高等専門学校創設に向けた嘆願

書の提出

④ 神奈すli県横浜市中区本町 柱浜市役所

a横浜みなと赤 |・宇病院の指定管理制度導入に向けた取り組

みや支援策の事例について

⑤ 神奈川県横浜市中区新山下 横浜みなと赤十字病院

。医療従事者の働く現場見学と医療状況等
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4.調査内容及び感想

・視察の目的
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にあるが、 的に減税ではないのでパイの取 り合 いである∩ め え tこふるさ

と納税 を す るために自治体は魅 的な返礼晶を準備す るし納税者 は魅
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活性 させる働きしま う自治体が生 れてくると思う。 (も つとも消費を少し

はあると考えるが。)長浜市民が他自 体に盛んにふるさと し長浜市に
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で魅力ある返 J品 の準備 と宣伝 は推進すべきだ と考 える為

③ 農業特区と国行政法人農業高等専門学校創設について
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院の指 制度導入に向けた取 り組みや支援策 を し

横浜市は 376万 人線 市で長浜 の 11万 と大きく条件が異なるためす べて参人
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立直営での 営経脅が 60億円から22 岡に削減されラン ン グ コス トギぅ40

億から21億と推移した。

専らっ と華】横 市 に は他 に 1ゝ 民間病院が あ る なかでの横浜市立 病 院 とい

う公立病蛙と櫨焼本■宇病院の 2病蛙を統合 したものだが市が する柱養

市 立 法 湾病 を子 の +iれ [て の 戻磨 計 画 に基づ 共馨 結 1ノ結 浜 赤 + 卑 病 隣 ↓キ旨吉

管理 してモ)ら うとい う形の統合で、 画の初期で公設民営の方向性 がな

されていたよ つ で 長浜市 の よ うに 恭者 の抵抗 は極 めて く な カゝ つた

ようだれ ニオと:こほ が公立、民蘭ともに他 :こ もあ たみ退職 して も再

就労するところがあるといつた ことも要 だと黒える.

⑤ ・神奈川県横浜市中区新山下 横浜みなと赤十字病院
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長浜市にどのように反映させるか

横浜みな と +字病院は港湾地域 にある 2病院、横浜 院 と公立

病 障 カ 宝 病 障 歩 結 合 1.ナ,病障 W★ 蓼 末7〒イ,′ .匡磨 隣 の 末 足 テfヽ ガで

の理遷があつたため迭狩逸域の医 をすすれる をとなァⅢた!,籠合の手
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管理のもと統合された。公設民営という形で市立直営での運営経費が 60億

円か ら 22億円 こ肖II朝戒され ラ ン ング コス ト幸、40 倍 か ら 21億 推 移 した

ランエング漂ス́トカミ半参というのだから氏蘭経営り握位性が エ
raて いるれ
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長浜市め場合も貯衰に余棒があれ iぽ 茂亥寺病碗 を急1圭鶏病院 と し
‐
て脅整

備をして日赤に経営管理してもらう公設民営という形が取れればイニシャル

コス トはかさむがランニングコス トは輝 薬 にわた り削減 で きるだ ろ うぉ公設

民営が無理だとしても日赤の指定管理とすればランニングコス トにおいて同

様命轟呈が島 學長浜市の封棄命た拳 !こtiミニ 丼で基拳を選 拳∴病鑑職 員彗こ難

負担をかけることとなるが、長浜市、長浜市民のため将来持続を考えれば民

間による経営統合が良い結果を産むことは横浜みなと赤十宇病院の統合の結

果を見ても明らかだと思える。


